











































































































































































































































































































































































く こ う き
鴻⿘と戸部侍郎の戴
たいこうじ
鴻慈に
変えます。しかし載振と瞿鴻⿘は公務が忙しいという理由で洋行出来ないため、鎮国公の
載
さいたく
澤と軍機大臣の徐
じょせしょう
世昌を任命し、ほどなくして商部右丞の紹
しょう
英
えい
も追加任命します。しか
し1905年9月24日に、使節団が北京の正陽門駅を出発しようとしたところ、革命党の党員
呉
ご
樾
えつ
による爆弾襲撃に遭い、紹英らが負傷し、徐世昌が巡警部の尚書（つまり警察の責任者）
も兼任していたため、当然行けなくなりました。そこで代わりに任命されたのが、山東布
政使の尚
しょうきこう
其亨と順天府丞の李
りせいたく
盛鐸でした。従って、最終的に洋行した大臣は、載澤、戴鴻慈、
端方、尚其亨、李盛鐸の五人となり、全員が位の高い一、二品の高官でした。鎮国公の載澤
は、苗字が愛新覚羅であり、満洲正黄旗という、もっとも高貴な血統とされる一族に属し
ており、そのうえ嘉慶帝の第五子、惠親王の孫であり、その妻は光緒帝の皇后、隆裕の姉妹
でもあるため、皇室に属する親王でした。従って外遊中は常に外国のメディアに「プリンス」
と呼ばれていました。彼は西太后に可愛がられて信用されており、洋行する前には盛京守
陵大臣（清王室の墓を守る大臣）でしたが、帰国後すぐに御前大臣、度支部尚書に昇進します。
戸部侍郎の戴鴻慈と湖南巡撫の端方は、共に西太后が西安へ逃げた際、一行の保護に尽力
したことが彼女に認められた経緯があり、洋行してからすぐにそれぞれ礼部尚書と閩浙総
督に任命され、帰国後も、端方はさらに両江総督兼南洋大臣という極めて重要なポストに
就きました。そして尚其亨は二品の位で、布政使かつ漢軍旗人（中原進出以前から清朝に従っ
ていた漢人）であり、しかも西太后とは親戚関係にありました。李盛鐸はもともと西太后の
寵臣である栄
えい
禄
ろく
の腹心の部下であり、今回はベルギーへの使節大臣（公使）兼政治考察大臣
に任命されました。こうしてみると、五人の大臣は全員高い地位にある政府高官であるこ
とが分かるでしょう。
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　五大臣は自らの洋行にあたって、大勢の随員も選びました。その選抜基準は、「心が純正
で、見識も開明である」⑧とされていました。これらの随員は、数が多いうえ、位も高く、
また素養も備えており、のちに政界と外交界の風雲児になった人物も少なくありません。
随員たちのリストは初め総数38人となっていましたが、実際に二つの班に分けて出発した
時には、さらに大幅に増員されました。載澤班においては載の日記に言及されている随員
や先行人員の数がすでに54人となっており、また戴鴻慈班でも、その日記によると、随員
の人数は48人に上っています。随員のなかには、北京の政府で要職に就いているものもい
て、例えば御史、内閣中書、翰林院の編修、各部の郎中、員外郎、主事など、その位がすで
に数年前の外遊使節の位を超えているものが少なくありませんでした。また地方から来た
官僚も多く、道員、知府、知県、そして陸海軍の将校や、地方督撫に派遣された随員や留学
生も含まれていました。外国語に精通し、外国の状況も熟知する欧米や日本から帰国した
元留学生も入っていました。そのなかに後の民国時代に内閣総理や部長、公使などになる
熊
ゆうきれい
希齡、陸
りくそうよ
宗輿、章
しょうそうしょう
宗 祥、施
しちょうき
肇基、そして袁
えんせいがい
世凱の長男、袁
えんこくてい
克定もいました。これらの随
員はそれぞれ先遣連絡、調査、通訳、編集などの仕事を任されたのです。
　五大臣の洋行は、大きな目標を持っており、任務も明確であるため、調査研究も微細を
尽くしています。1905年7月16日付きの「上諭」（皇帝の命令）によると、洋行の目的は、「東
西洋各国に赴き、政治の全てを考察し、良いものを選び、それに従う」ためであり、従って
各使節が外遊中に、「いたるところの有識者に諮問し、用心して調査を行い、訪問先の長所
短所を十分に判別したうえで取捨選択をし、大任をやり遂げ」る⑨ことが求められていま
す。出発する前に、西太后と光緒帝は、連日にわたって大臣らを召見し、「立憲説略」と題
する端方の講義を聞き⑩、また途中の食料の足しにと、使節らに宮廷の点心を与えました。
光緒帝は自ら軍機大臣に言葉をかけ、外国の政治を調査することが目下の急務であり、各
大臣は行程を延ばさず、速やかに出発せよと諭しました。
　1905年12月11日から北京を出発した載澤、尚其亨、李盛鐸一行は、翌年の1月16日に日
本に到着し、そしてアメリカを経由してイギリス、フランスを訪問し、最後にベルギーで
の調査も終えてから、7月12日に上海に戻りました。対して戴鴻慈、端方一行は、1905年
12月7日から北京を出発し、同じくまず日本を調査してから、翌年の1月23日にアメリカ
に着きます。そして英仏両国を経由してからドイツに到着し、オーストリア、ロシア、イタ
リアでの調査を経て、デンマーク、スウェーデン、ノルウエー、オランダ、スイスの国々も
訪問し、7月21日に上海に戻りました。実際のところ、前者の調査重点は日本とイギリス、
フランスにあり、後者は、ドイツとアメリカ、ロシアを重点的に見て回るものでした。
　戴鴻慈と端方は、途中の船ですでに随員たちと一緒に、調査の方針や計画について詳し
く討論を重ね、各国の政治体制や憲法を中心に調査を進めることを決めていました。そし
てことをうまく運ぶために、責任の分担や規則も細かく決めており、訪問先に対する細か
い調査と情報の収集を実現させることによって、「他山の石を以て玉を磨く」、「要点を掴む
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ことで全体を理解する」ことを図りました⑪。
　両班の調査にあたった大臣の洋行期間はともに半年あまりでしたが、合せて14カ国を訪
問しました。彼らは一国の訪問を終えるたびに、必ずすぐに清政府に調査の経過と学んだ
事柄について報告しており、またその国の政治体制や統治における長所短所や経験教訓に
ついても紹介しています。彼らの調査は、政治、特に立憲制度を中心にしていましたが、実
際の調査範囲は極めて広く、議会、政府機関、工場、銀行、学校、警察、図書館、博物館、動
植物園、さらには牢屋、公衆浴場などにも至ります。そのうえ外国の政治家や学者に、立憲
制度の原理や各種の制度について説明してもらうほか、各種の書籍や資料を大量に収集購
入し、また翻訳もしました。
　五大臣の洋行から得た成果は極めて大きく、その効果も明らかで、立憲準備の政策決定
を推進することとなりました。1906年、帰国した載澤一行は、合せて67種類、146冊の書
物を編纂したうえ、そのなかから30種類を選び、その要旨を纏めて光緒帝と西太后に進呈
しました。また海外で購入した400種余りの外交書籍を政治考察資料館に収めました。一
方、戴鴻慈、端方らも数多くの書籍や資料を持ち帰り、また欧米各国の政治制度を紹介す
る「欧米政治要義」を書いて朝廷に提出しました。その後さらに各国の政治史と概况を紹
介する『列国政要』133巻を編纂しました。これらの書物は、清末の政治改革と立憲準備に
関わる制度建設において、極めて重要な参考材料となりました。
　五大臣の洋行が果たしたもっとも重要な役割は、清政府による立憲準備の基本政策確定
を推進したことです。彼らは帰京するや否や、頤和園に行き、そこにいる西太后と光緒帝も、
すぐさま彼らと面会しました。しかもその面会の回数を数えると、載澤と戴鴻慈はそれぞ
れ2回、端方は3回、尚其亨は1回とかなり多いものでした。大臣たちは、西太后と光緒帝
の前に、「中国が立憲しない時の害、及び立憲するときの利」について力説しただけでなく、
その後も数度にわたり上奏文を提出し、自分たちの意見を詳しく述べました。そのなかで
最も重要なのは、載澤の「奏請宣布立憲密折」（立憲公表を請
こ
う秘密文書）である。立憲制度に
対する西太后の疑念を解くために、載澤は君主立憲における三つの利点、即ち「皇位永固（皇
位を永く確固たるものとする）」、「外患漸軽（外国からの圧迫を軽くしていく）」、「内乱可弭
び
（内乱
を止めることができる）」を挙げています⑫。清王朝の統治を維持するための良薬とも言える
この上奏文は、西太后の心も動かしたといいます。一方、端方も「請定国是以安大計折」（国
を安定するための大計について）という一万字にものぼる上奏文を提出し、欧米各国の政治を
考察した結論として、「東洋と西洋各国が日に日に強くなったのは、実に共に立憲政治を採
用した故であ」り、従って、「もし中国が富国強兵を望むなら、立憲政治を採用するほか術
がない」⑬と力説しました。1906年8月25日、清政府は醇親王載
さいれい
澧と各軍機大臣、政務処大
臣及び北洋大臣袁世凱らを招集し、調査にあたった大臣の意見書を共に閲覧させ、さらに
討論を重ねました。これは事実上、国家政策を決定する重要大臣の会議となりました。そ
の席で、立憲に賛同したものが大半を占めましたが、一部の人はやはり意見を留保しまし
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た。8月29日に西太后と光緒帝は、諸大臣を召見し、立憲への準備を決定した旨を伝えま
した。三日後、即ち1906年9月1日、朝廷は正式に「倣行立憲」（外国に倣って立憲する）の上
諭を頒布しました。こうしてみると、五大臣の洋行は、確かに清政府の政策決定において
極めて重要な役割を果たしたと言えるでしょう。
　ところが、五大臣の洋行も、清政府の立憲準備も、結局清王朝の滅亡を阻止することは
できませんでした。朝廷はその後また官制の改革を実施し、憲法の大要を頒布し、諮議局
や資政院などを創設するなどの措置を行いました。にもかかわらず、腐敗しきった清王朝
は、すでに基礎から腐りきって、倒れかかっている建物のようであり、それを阻止する術
はもはやなくなっていたのです。1911年、国会で請願運動を行う立憲派の鎮圧、皇族内閣
の成立、また鉄道の主要線路の国有化など、清政府が世論に反してとった一連の措置が引
き金となり、保路運動と武昌起義が勃発しました。その結果、1912年2月12日、皇帝が正
式に退位を表明し、それによって、260年あまりにわたって中国を統治した清王朝は、滅
びることになったのです。
　以上の三つの実例を比較してみれば、われわれは清末の中国の官僚たちが世界に向かっ
て歩み出した足跡を見ることができるでしょう。初めは西洋人に連れられて国を出ますが、
そのうちみずからの足と意思で世界を周遊します。使節たちの位も、下級官僚から親王大
臣へと徐々に高くなっていきました。洋行の目的も、最初の異国風俗を何となく見物する
だけだった状態から、外国の政治を重点的に調査することに転じました。そして使節たち
の運命も、帰国後に殆ど無名のままに忘れ去られたものから、立憲準備という国家政策に
対して重要な役割を発揮するものへと大きく変ったのです……こうして見ると、清末の中
国官僚が、世界に向かって歩み出す、または世界を認識する道のりは、極めて険しかった
とはいえ、彼らは確実に一歩一歩前へ進み、少しずつ国際社会に溶け込み、そして世界の
外交舞台に登っていったと言えるでしょう。しかし一方、これらの洋行は、清王朝の腐敗
と衰弱も露呈させ、その滅びへの運命を挽回することはできませんでした。
　言うまでもなく、清末の中国欧米使節団と日本の岩倉使節団とは、様々な点で比較する
ことが可能です。なかでも蒲安臣使節団と岩倉使節団とは、時期や訪問先において類似点
が極めて多く、そして五大臣の洋行は、調査の目的や方法において、岩倉使節団と似てい
ます。ただ今日は、時間の制限でこれより先に展開することはせず、このへんでおしまい
にしましょう。
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① 『籌弁夷務始末』、同治朝、卷50。
② 『籌弁夷務始末』、同治朝、卷51。
③ 『籌弁夷務始末』、同治朝、卷52。
④ 1887年に派遣された外遊使節の詳細については、王暁秋、楊紀国『晚清中国人走向世界的一次盛挙』（遼
寧師範大学出版社、2004年）を参照されたい。
⑤ 『清季外交史料』、卷71。
⑥ 『張謇全集』、卷1、江蘇古籍出版社、1994年、39頁。
⑦ 『光緒朝東華録』、4755頁。
⑧ 『清末籌備立憲档案史料』（上）、第3頁、中華書局、1979年。
⑨ 同上、第1頁。
⑩ 『時報』、1905年9月17日。
⑪ 戴鴻慈『出使九国日記』、第333頁。
⑫ 『清末籌備立憲档案史料』（上）、175頁。
⑬ 『端忠敏公奏議』、卷6。
付記
　11月8日（火）午後1時から大妻女子大学多摩キャンパス（東京・多摩）で、北京大学歴史
学部教授王暁秋（おう・ぎょうしゅう）氏を招いて、講演会が行われた。この講演会は平成
23年度大妻女子大学人間生活文化研究所共同研究プロジェクト「日中両国における外国見
聞記の収集整理と対比分析に関する実践的研究」（研究代表者：銭国紅）の一環として行わ
れたものである。コメンテーターは張玉萍（大妻女子大学非常勤講師）／趙怡（同大非常勤
講師）の両氏、司会は銭国紅が担当した。
　本論文は、当日の講演をあらためて日本語に翻訳したものである。なお、翻訳について
は趙怡氏をわずらわせた。（銭国紅）
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